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い（Health is a state of complete physical, mental 
and social well-being and not merely the absence 



































































































































な健康を!!（･･the attainment by all citizens of 
the world by the year 2000 of a level of health 









care is essential health care based on practical, 
scientifically sound and socially acceptable 
methods and technology made universally 
accessible to individuals and families in the 
community through their full participation 
and at a cost that the community and country 
can afford to maintain at every stage of their 









Basic Human Needs13（BHN, ベーシック　ヒュ－マン　ニーズ）










































































































































































































































































































































＊１　この定義に対し、1988年、「Health is a dynamic 
state of complete physical, mental, spiritual and social 

















































































































＊19　OECD（Organization for Economic Cooperation 
and Development、経済協力開発機構）は経済成長、
貿易自由化、開発をテ－マとする日米欧の経済･貿
易調整機関。下部のDAC（Development Assistance 
ommittee）は持続可能な開発のための二国間援助調整
の場で、世界の国際協力の調整と理念を主導している。
＊20　国連ミレニウム・サミット（2000）で、147国家
元首ら189加盟国が、平和と安全、開発と貧困、環境、
人権とグッド・ガバナンス（良い統治）などへの21世紀
の国際社会の目標と国連の役割を提示、合意した。貧困
と飢餓対策、ジェンダー平等化、幼児死亡率の削減、妊
産婦の健康改善、HIV/AIDSとマラリア対策など、８目
標中5がは保健関係。
＊21　災害は、自然現象に由来する自然災害と戦争など、
人的要因の強い人為災害に分けて考えられてきたが、現
在では、居住に不適切な地域の住民が、例えば、台風や
ハリケーン被害を強く受けることや、元来の遊牧民を強
制定住させた後の干ばつ飢餓など、必ずしも、明確に区
分出来ないものも多い。
＊22　いずれも自然現象の風災害であるが、発生場所や
風速によって呼び名が異なる。
＊23　難民保健の世界的な研究者Mike Tooleらは、筆者
が主催した人道の危機に関するシンポジウム（1995年2
月）で、「宗教や民族の違いを背景とする,戦争や国内紛
争で、大量避難と食糧不足から、過剰の死をもたらす、
比較的、急性の事態」と定義したが、最近では宗教や民
族性を強調しない方向にある。
＊24　主に北部アフリカ、中東の28ヶ国に継続する習慣。
不潔な環境、非保健専門家の施術など、医学的な問題も
さることながら、女性の身体的、精神的社会的負担から
も廃絶すべきことは明白である。しかし、伝統的社会の
女性への介入が困難である以上に、女性個人の尊厳にも
かかわるため、大々的な対応は困難とされている。クリ
トリスの一部切除、クリトリスと小陰唇などの切除、ク
リトリスと大小陰唇全体のの大切除の３段階があり、前
２者で85％を占める。WHO指定では、既に１～1.5億の
女性が切除されており、今後も毎年200万人程度が対象
になる。
